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“スチューデントファーム「近江楽座」” 

学生力が地域を変える！ 
 

一年の活動を終えた近江楽座成果発表会では、地域関係者に参加いただきコメントをいただいたり、メッ

セージをお願いしています。一例を紹介しますと、 

「ＮＰＯ法人とよさとまちづくり委員会と快蔵プロジェクトが出会い、豊郷町に住んで下さった学生は、

この 5 年間で 14 名、空き民家や空き蔵の改修は 8 物件となりました。…西山邸の近所の人たちは学生が住

んでくれることを喜んで見守っています。礒部邸で畑に芽が出ているのを知らず、畑をぐちゃぐちゃにして、

おばあちゃんに怒られたり、いろんなことをして地域の人に注意を受けたりしたけど、みんなが運営してい

る Bar タルタルーガで出会うと、地域の人も笑顔で、人のつながりが深まりました。…」（同委員会Ｓさん） 

これは、とよさと快蔵プロジェクトに対して、地域のパートナーであるまちづくり委員会の方からのメッ

セージです。学生が継続して地域に関わることで、地域が変わっていくということが具体的にイメージでき

ます。もちろん、学生たちも地域の方たちによって大きく育てられています。 

近江楽座は地域と関わることを特色としていますが、これまでそういうことが未経験の学生は、最初、ど

のように地域に入っていけばいいのか、地域とどう関わり、関係をどう築いていけばいいのか、みんな悩み

ます。一方で、地域の方たちとの人間的な出会いもあります。一言では語れない様々な出来事や出会いが確

実に学生たちの成長の糧になっていきます。さらに、地域との間合いの取り方も難しい問題です。地域の自

立と学生の主体性をどう確保しバランスをとっていくか。答えはひとつではなく、近江楽座の実践の中でい

くつもの形が生み出されてきています。 

昨年 12 月に、これまでの活動成果をまとめた『近江楽座のススメ 学生力で地域が変わる／４年間の軌跡』

が発刊されました。その中には、地域活動を通して、悩み、考え、成長していく学生たち姿が描かれていますので、

また参考にしていただけたらと思います。 

さて、滋賀県立大学の“スチューデントファーム「近江楽座」－まち・むら・くらしふれあい工舎”は、

平成 16 年度に文部科学省の現代的教育ニーズ取組支援プログラム(現代 GP)に採択され、平成 19 年度からは

大学独自の予算を用いて継続して取り組み、20 年度で 5 年目を迎えました。 

平成 20 年度の活動は、学生主体の地域活動を行うＡプロジェクトが 20 件、自治体や企業等から提示され

た課題について、近江楽座として取り組むテーマを設定し、学生主体のプロジェクトチームを募集し、自治

体等と協働で取り組むＢプロジェクトが 3 件、合計 23 のプロジェクトが展開し、テーマや地域との関わり

も非常にバラエティに富むものとなり、内容の充実が見られました。2 年目となるＢプロジェクトも、まだ

まだ試行錯誤の段階ですが、クライアントから高い評価を受けました。 

プロジェクトに取り組んだ学生たちのがんばりや指導教員等の指導・フォローアップ、そして地域の方々

のあたたかい見守りやご指導に感謝致します。 

持続するということがどれだけ大変なことか、これからもみんなで近江楽座を盛り立てていってほしいと

願います。 

 

 

平成 21 年 6 月 

近江楽座専門委員会 委員長 

印南比呂志(人間文化学部生活デザイン学科)        
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近江楽座概要



1.近江楽座概要 ● 

● 

● 
● 

● 

１－１ 近江楽座について                      
 

１－１－１ 近江楽座とは 

滋賀県立大学の“スチューデントファーム「近江楽座」－まち・

むら・くらしふれあい工舎”は、2004 年度の文部科学省の現代的教

育ニーズ取組支援プログラム（現代 GP）に採択された教育プログ

ラムです。 

本学は、開学以来、「地域に根ざし、地域に学び、地域に貢献す

る」を理念に滋賀という地域との関わりを重視しており、地域を対

象とする演習、フィールドワーク、研究活動等が活発に行われてき

ました。 

こうした実績を土台にしながら、「近江楽座」では、学生が主体

となって地域活性化に貢献する活動を行うプロジェクトを学内公

募し、選定するとともに、選ばれたプロジェクトに対しては、活動

費の助成、専門家のアドバイスなど様々な支援が受けられる仕組み

になっています。 

 

■ 活動助成システム 

“スチューデントファーム「近江楽座」”として選定したプロ

ジェクトの事業計画に基づいて、活動に必要な事業費を審査し、

助成します。 
 

■ コンサルティングシステム 

教員の指導、助言に加えて、行政や専門家の紹介など、学生の

地域貢献プロジェクトを進めていくために必要なコンサルティ

ングを行います。 
 

■ 地域「知」のリソースシステム 

大学と地域連携に係る情報を他大学、研究機関、行政、NPO 団

体などと共有化し、活用するためのデータベースを構築し、活動

をサポートします。 

 

学生が地域へ出て行って活動することで、社会の仕組みに対する

正しい理解、地域に根ざした問題発見の能力、課題解決への行動力、

合意形成をはじめとする人とのコミュニケーション能力などを向

上させる教育面での効果があります。  
また、大学の持つ知的資源や学生のパワーを生かしながら、大学

と地域の連携を深めることで、地域活性化に貢献する大学としての

役割も果たしています。 

 

現代 GP としての取組を終えた、翌 2007 年度からは、大学独自の

取組としてより一層パワーアップした活動が展開できるよう充実

を図っています。また、同年度より、「地域活性化への貢献」をテ

ーマとする学生主体の地域活動を行う従来の取組を継承した「A プ

ロジェクト」に加え、新たに、自治体や企業等から提示された課題

について、学生主体のプロジェクトチームを結成して活動する「B

プロジェクト」の取組が始まっています。 

 

 



 
 
● １近江楽座概要  
● 
●  
● 
● 

１－１－2 A プロジェクトと 

B プロジェクト
▼Ａプロジェクトとは 

「地域活性化への貢献」をテーマとする学生主体の地域活動を

支援するものです。平成 19 年度より、昨年度までの継続活動を

対象とした「継続プロジェクト」、新規活動を対象とした「新規

プロジェクト」という二つの区分を設けて募集し、公開プレゼン

テーション及び審査を経て、採択されたプロジェクトです。 

 

▼Ｂプロジェクトとは 

自治体や企業等から提示された課題について、「近江楽座」と

して取り組むテーマを設定し、学生主体のプロジェクトチームよ

り企画提案を求めます（プロポーザル方式）。今年の課題は『湖

北地域の古民家で田舎暮らしをするための移住などを支援する

活動』『高島市における若者が輝くまちづくり調査活動』です。 

 

 



1.近江楽座概要 ● 
● 

● 

● 
● 

１－２ プロジェクトの採択について                 
 

１－２－1 応募件数及び採択件数 
 

■ 応募件数 

▼A プロジェクト 

22 チーム 

（うち、昨年度より継続：15 件、新規：5 件、復活 2 件） 
 

▼B プロジェクト 

3 チーム 

・湖北地域の古民家で田舎暮らしをするための移住などを

支援する活動：2 件 

・高島市における若者が輝くまちづくり調査活動：1 件 

 

■ 採択件数 

▼A プロジェクト 

20 チーム 

（うち、昨年度より継続：15 件、新規 5 件） 
 

▼B プロジェクト 

3 チーム 

・湖北地域の古民家で田舎暮らしをするための移住などを

支援する活動：2 件 

・高島市における若者が輝くまちづくり調査活動：1 件 

 

 

1－２－２ プロジェクト募集                         
 

■ プロジェクト募集期間 

▼Ａプロジェクト 

・日時：平成 20 年 4 月 10 日（木）～5 月 12 日（月） 
   

▼B プロジェクト 

・日時：平成 20 年 6 月 10 日（火）～6 月 23 日（月）

 

■ 募集説明会 

▼Ｂプロジェクト 

・日時：平成 20 年 6 月 17 日（火） 

・場所：滋賀県立大学 交流センター 研修室 4

 



 
 
● １近江楽座概要  
● 
●  
● 
● 

1－２－３ プロジェクト審査  
 

■ プロジェクト審査  

▼A プロジェクト（公開プレゼンテーション及び審査会） 

・日時：平成 20 年 5 月 24 日（土） 

・場所：滋賀県立大学 交流センター研修室 

・内容：プレゼンテーション（パワーポイントによるプロジェクト説明）

及び質疑応答、審査（非公開） 

・選定委員： 

 滋賀県立大学理事（教育担当） 土屋正春 

滋賀県立大学人間文化学部教授（近江楽座専門委員会委員長）  

 濱崎一志 

滋賀県立大学人間文化学部准教授（近江環人地域再生学座担当） 

 森川稔 

マキノまちづくりネットワークセンター（近江環人２期生）藤原久代  

犬上川を豊かにする会（滋賀県立大学 OB） 佐々木和之  

 

▼B プロジェクト（プレゼンテーション及び審査会） 

・日時：平成 20 年 6 月 26 日（木）  

・場所：滋賀県立大学 交流センター 研修室 1 

 ・内容：プレゼンテーション（面接形式）及び質疑応答、 

審査（非公開） 

・選定委員： 

滋賀県立大学理事（地域貢献・渉外担当）田邊俊夫 

滋賀県総務部自治振興課 清水安治 

高島市企画部政策調整課 志村道代 

滋賀県立大学人間文化学部教授 黒田末壽 

滋賀県立大学人間文化学部准教授 森川稔 

滋賀県立大学地域づくり教育研究センター 奥野修 

 

■ 採択および採択通知  

▼A プロジェクト 

 ・日時：平成 20 年 5 月 28 日（水） 

・内容：近江楽座ホームページ及び学生ホール掲示板にて通知 

▼B プロジェクト 

・日時：平成 20 年 6 月 30 日（月） 

・内容：近江楽座ホームページ及び学生ホール掲示板にて通知 

 

■ プロジェクト説明会 

▼A プロジェクト 

・日時：平成 20 年６月５日（木）   

・場所：滋賀県立大学研修室 1 

・内容：採択プロジェクト代表者に、事業計画、会計処理等の進め方に関

する説明会  
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● 

2.活動報告 ● 

● 
● 

● 

２－１ プロジェクトの活動報告                   

平成 20 年度は、A プロジェクト 20 チーム、B プロジェクト 3 チームの合計 23

チームが活動しました。 

 

２－１－１ プロジェクト一覧  

 
●健康・暮らし● 
 
１．障がい児・者、自立支援・共生社会プロジェクト  

／ ボランティアサークル Harmony 
 
２．稲枝 Cotton Project ／ Cotton Project 

 
３．Oumi Food Project ／ Oumi Food Project 

 
４．市民および医療に携わる人々とのふれあいを通して志向する未来看護塾 

／未来看護塾 
 
５．Living Design 12th FASHION SHOW ／ Living Design 12th 

 

 

●環境● 
 
６．犬上川竹林プロジェクト ／ エコキャンパスプロジェクト 

 
７．エコキャンパスプロジェクト木楽部会  

／ エコキャンパスプロジェクト木楽部会 
 
８．ソーラーベロタクシー ／ ソーラーハンター 

 
９．菜の花エネルギー／菜の花エネルギー 

 
10．「もったいない帳」を用いたスローライフプロジェクト 

／もったいないプロジェクト 
 
11．Let's 複合 ／ 廃棄物バスターズ 

 

 

●景観・再生● 
 

 
12．いかして民家？ ／ 古民家楽座 

 
13．近江中山道百彩プロジェクト ／ 百彩 

 
14．限界集落の村おこし ／ 男鬼楽座 

 
15．とよさと快蔵プロジェクト ／ とよさと快蔵プロジェクト 

 
16．湖北地域の古民家で田舎暮らしをするための移住などを支援する活動－ 

空き民家の調査・活用と都市農村交流事業の企画・実施／木之本楽座 ※ 
 
17．湖北地域の古民家で田舎暮らしをするための移住などを支援する活動－ 

古民家での田舎暮らし体験プログラムの企画、実施 ／ 長浜楽座 ※ 
 

 

●地域づくり● 
18．信・楽・人-field gallery project- ／ 信・楽・人-field gallery project-  

 
19．Taga-Town-Project ／ Taga-Town-Project 

 



 
 
●  
● 2.活動報告 
●  
● 
● 

 

20．発信基地 in 朽木の森 ／ くつきチーム 
 
21．彦根人力舎―彦根地場産業発信計画― ／ リキシャ 

 
22．八日市屋台プロジェクト（プロジェクト YY） ／ わいわい楽座 

 
23．高島市における若者が輝くまちづくり調査活動― 

高島における若者の生活スタイルに関する調査および発信活動 ／ Area+Design ※ 

 

 

※印は B プロジェクト 
 
 

２－１－２ 各プロジェクトの活動報告 

 

各プロジェクトの活動報告については、次のとおりです。 

 

 

 



























































































































































































● 

2.活動報告 ● 

● 
● 

● 

２－２ 全体の活動報告                        
 

２－２－1 中間発表会 

 

■ 中間発表会 
 

▼日時：平成 20 年 11 月 18 日（火）10:30～17:00 

▼場所：滋賀県立大学 交流センター ホワイエ 

▼参加者：97 名 

（うち学内 92 名、学外 5 名）  
▼内容：プロジェクトの中間報告と情報・課題の共有、課題解決の意見交換 

 

活動の中間報告と相談会を兼ねて、座談会形式で発表会を開催しました。 

【 座談会 part１ 10:40～12:10 】 

 ＜パネラー＞ 

○松尾清（百彩）／○石野啓太（信楽人）／○山本徹（未来看護塾） 

○八百山和（Taga Town Project）／○横山耕蔵（とよさと快蔵プロジ

ェクト）／○中小田すばる（もったいないプロジェクト）／○依田知

大（わいわい楽座） 

 ＜ファシリテーター＞ 

 ○平河勝美（近江楽座専門委員会／人間看護学部） 

 

【 座談会 part２ 13:10～14:40 】 

 ＜パネラー＞ 

○田口真太郎（エコキャンパスプロジェクト木楽部会）／○青木麻美

（Oumi Food Project）／○古田修一朗（男鬼楽座）／○佐藤友紀（ボ   

ランティアサークル Harmony）／○元吉良輔（ソーラーハンター）／

○井川達朗（菜の花エネルギー）／○土井敏生（リキシャ） 

 ＜ファシリテーター＞ 

○錦澤滋雄（近江楽座専門委員会／環境科学部） 

 

【 座談会 part３ 14:50～16:20 】 

 ＜パネラー＞ 

○仁科美香（古民家楽座）／○岩崎史子（Cotton Project）／○石丸薫

（エコキャンパスプロジェクト）／○鈴木宏健（くつきチーム）／ 

○杉森香苗（Living Design 12th）／○田中良祐（廃棄物バスターズ）  

／○福島志帆（長浜楽座）／○杉林久美子（Area+Design） 

  ＜ファシリテーター＞ 

○山根周（近江楽座専門委員会／人間文化学部） 

 

▼概要、キーワード 

【座談会 part１】 

○ 特色、活動への思い、課題 

・ 活動が評判をよび他の地区でもイベントを開催することができた。

地元主導であり、今後、期待が持てる。（百彩） 

・ 活動拠点が遠く、作業時間が長いので、人材確保に苦労。（信楽人） 

・ 定期、不定期の活動を行っているが、情報発信力が弱いため、HP の

作成に取り組んでいる。マンネリ化を打破するヒントは？（未来看

護塾）→プロジェクトに関わる関係者の声。  
・ 活動やミーティングの様子を HP に早くアップしている。地元住民

には授業の一環と、誤解されているところもある。自主的な活動だ

と理解してもらいたい。（Taga Town Project） 
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・ 蔵を改造したゲストハウスづくりに取組んでいる。課題は慢性的な

資金不足。（とよさと快蔵プロジェクト）→地域で準備していけるよ

う働きかけていくことも必要。県外他事例との情報交換。 

・ 今後の課題は後継者がいないこと。（もったいないプロジェクト） 

・ 学生だけでは継続性に問題がある。今年は屋台から地域にこだわっ

て活動。（わいわい楽座）→自分たちらしさを出すため、とことん屋

台にこだわるという手もある。 

○ ステップアップに向けて 
 ・ 他のプロジェクトのツールを利用して連携すると、新たな展開の可

能性が拓ける。 

・ 得意分野でつながる、地域や空間でつながるなど様々な方向がある。 

・ メンバー集めの工夫として、ターゲットを絞った広報を。 

【座談会 part２】 

○ 活動でよかったこと、困っていることなど 

・ ワークショップで子どもたちとのよい関係が築けた。（木楽部会） 

・ つくったものをおいしく食べてもらえたこと。（Oumi Food Project） 

・ 課題は下級生への引継ぎ。（木楽部会、Oumi Food Project 他） 

・ 活動をつなげていく縦のつながりをつくりたい。また研究室以外で

も気軽に参加できるという PR に力を入れたい。（男鬼楽座） 

・ 事務作業負担の偏り。（ボランティアサークル Harmony） 

・ 研究室だけでは出会えない方たちとの出会い。（ソーラーハンター、

菜の花エネルギー）  
・ プロのものづくりの現場と関わり、経験になった。（リキシャ）→卒

業生も関わってくれていることが大きな力になっている。 

・ 参加者の満足度が高く、地元も積極的に関わった。（木之本楽座） 

○ ステップアップに向けて 

・ 人材不足解消のためには 1、2 回生への働きかけ。人間探求学受講生

に実際に体験してもらうとか。現場に来てもらう機会づくり。 

・ 他団体との交流や OB、OG の活動への参加。 

・ 地域が近江楽座（学生＋資金）に頼り切ってしまうのはよくない。 

【座談会 part３】 

○ 活動でよかったこと、困っていることなど 

・ 活動メンバーが重複している。引継ぎのため後輩を探したい。（古民

家楽座） 

・ 活動場所への交通手段。地域団体との情報共有。（Cotton Project）

→マイクロバスを所有するのも 1 つの方法。 

 ・ 他の楽座プロジェクトや学内・学外の様々な団体との連携、協力し

ながら活動できた。組織内での情報共有は不十分（エコキャンパス

プロジェクト） 

・ 引継ぎが不十分で、地域との関係を一から築き直すのは大変だった。

遠隔地なので、交通が不便。（くつきチーム） 

・ チームで T シャツをつくった。共通のアイテムをつくることで、連

帯意識が生まれたり、アピール、認知度アップにつながった。（Living 

Design 12th） 

・ 企業、団体協力により地元産のものがつくれた。（廃棄物バスターズ） 

・ 昨年度の実績があり活動しやすかった。地元の人たちの関心を高め

る工夫。（長浜楽座） 

・ 取り掛かる時期が遅れ、予定がずれこんでいる。（Area+Design） 

○ ステップアップに向けて 

・ チームが気軽に集まれる場所や空間が楽座として学内に確保できる

とよい。 
 ・ こういう発表会を通じて、解決策を探ったり、連携のきっかけづく

りができる。楽座全体としても連携のシステムづくりが必要か。 

・ 組織マネージメントは多くのチームが課題。これからは、活動だけ

でなく、組織運営についてチーム内で時間をとって検討していくこ

とも必要。 
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２－２－２ 成果発表会 

 

■ 近江楽座パネル展 
 

▼日時：平成 21 年 4 月 23 日(木)～5 月 1 日(金) 

▼場所：滋賀県立大学交流センター ホワイエ� 

▼内容： 

23 プロジェクトの成果報告パネルや実際に制作した成果物などの展示

を行うとともに、近江楽座や新聞等メディア掲載について展示しました。 

 

■ 成果発表会 
  
▼日時：平成 21 年 4 月 25 日（土） 

▼場所：滋賀県立大学 交流センター ホワイエ 

▼参加者：150 名 

（うち学内 120 名、学外 30 名） 

▼ 内容： 

23 チームが４つのテーマに分かれて活動成果を発表しました。それぞ

れの発表の後、地域関係者のコメント、質疑応答が行われ、最後に全体ま

とめが行われました。 

また、Oumi Food Project と Bar タルタルーガ（とよさと快蔵プロジェ

クト）プロデュースによる近江牛バーガーと飲み物のセット販売や廃棄物

バスターズによる環境クイズなどの実演・販売も行われました。 

（プロジェクト発表のパート分け・発表順位は、報告書 2-1 プロジェクト

の活動報告、2-1-1 プロジェクト一覧を参照） 

 

【 成果報告－健康・暮らし－ 10:15～11:40 】  
司会：平河勝美（近江楽座専門委員会／人間看護学部） 

 地域関係者から、「自閉症の子どもが学生さんと関わることで、作業所 

で人間関係をつくれるようになった。学生さんもすごく成長している」、 

「親と子、教員だけではできないことに若い学生の力を得て、活動が大き 

く進展した」、「地域の中にどんどん入ってきてほしい」、「学校で学んだこ 

とを社会で活かせるよう、特別な事業だけでなく、長く企業とつながりが 

もてたらよい」等のコメントをいただいた。 

 質疑応答では、「コミュニケーションのとり方について、現場で学ぶこ 

とで未来の看護について考えるヒントになる」、「他の楽座とのつながりや 

出来なかったことを後輩たちへつないでいきたい」等があった。 

 全体の意見として、「報告ではプロジェクトのボリューム・イメージが 

あったほうがいい。」、「学生という立場と学校をうまく生かして、ずうず 

うしく地域に貢献してほしい」、「学生の関わり方は、単にイベントに参加

するものとか、いろんな関わり方がもっとあっていい」、「近江楽座の今後

の方向性として目に見える形や制度につなげていくことと、表に出てこな

い地域との交流や地を這うような活動実態が楽座の本質でもあり、そのこ

とをきちんと伝えていく必要がある」等があった。 

 

【 成果報告－環境－ 12:30～14:10 】 

司会：石川慎治（近江楽座専門委員会／人間文化学部） 

地域関係者から、「市民団体と地元自治会、学生プロジェクトの協働で

活動できる体制が整ってきた」、「学内、学外に関わらず様々な団体ともっ

と交流をもってもらいたい」、「学生らしさとは、若者の熱意だと思う。チ

ームが本当にやりたかったことは何なのか、思いが伝わってこなかった」、

「学生のチャレンジ精神に押されて、我々も菜の花栽培に挑戦することが

できた」、「環境問題に世代、立場を超えるような解決策を探ってほしい」、
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「学生がたくさん参加してもらえたことで我々の活動もできた」等のコメ

ントをいただいた。 

質疑応答では、「ワークショップで知り合った人たちに湖風祭に来てもら 

ったり、いい関係が築けている」、「製作した足こぎ発電機を体験してもら 

って、生の声を聞くことができたのがよかった」、「近江楽座の交流会への 

参加者が限られていた。もっと定期的にプロジェクトの進行状況が確認し 

合えればよかった」、「小学校での環境クイズなど活動にメリハリがあるこ 

とで、モチベーションが継続できるのではないか」等があった。 

 その他、「エココンに他のチームも出てほしい」等の提案があった。 

 

【 成果報告－景観・再生－ 14:20～16:00 】 

司会：野間直彦（近江楽座専門委員会／環境科学部） 

地域関係者から、「学生が運営するバーは、学生と地域の人を結ぶだけで 

なく、地域の人の憩いの場にもなっている」、「この取組をきっかけに、隣 

の村とも一緒にやろまいかという気持ちが出てきた。自分の在所だけでも 

やれることをやってみようと、新たな取組も始まっている」、「学生さんは 

しっかりテーマを持って地域に入られるが、地元は自らお願いしていない 
 ので意識がない、受け皿が出来ていない。事前の仕込が必要」等。 

質疑応答では、「若い世代に町並み等に意識をもってもらいたい」、「活動 

を多くの地域でやっていると実際に地域の中に入れるかどうか」、「町歩き 

をすると次の活動につながるところもあり、気長に考えている」、「外から 

学生が来てやってくれているイベントは、学生がいなくなるとどうなるか 

不安。地元で自主的にやっていこうという方は心配ない」、「様々な出会い 

によりネットワークが生まれてきている」、「地域には危機意識がない。理 

解してもらうのに苦労している。学生が訴えて気づいてもえるところに、 

 やりがいがある」、「ＡプロジェクトとＢプロジェクトを較べると？」、「B 

プロをやるにはＡプロの経験が大きい」、「Ａプロは学生主体で教員は見守 

り。Ｂプロは求められていることがあり、自由にやれない部分はあるが、 

応える力がつく。学生が成長するにはよいプロジェクト」等があった。 

 

【 成果報告－地域づくり－ 16:10～17:50 】 

司会：面矢慎介（近江楽座専門委員会／人間文化学部） 

地域関係者から、「信楽が今少しずつ変わってきている。ここが、その中 

心的な拠点となっていきそう」、「学生さんたちには外からの視点で、まち 

をみてもらっているので参考になる」、「絵本を発行することを楽しみにし 

 ています」、「市民活動から始まったことに対して、モノづくりとしてのク 

オリティをどう高めていくか難しかった。印南研究室のメンバーがそれを 

つなげる役割を果たしてくれた」、「デザイン、コンセプトともすばらしい 

出来栄えになった。課題は発注者と調査実施者との意識合わせ」等。 

質疑応答では、「今年は地域に入りにくかった。目的が明確でなかったと 

自覚している」、「少しずつ地域に入れるようになると、いろんなことが見 

えてくるようになった」、「商店街の情報発信としてＨＰを選んだターゲッ 

トは 20 代、30 代の若い世代」、「今回、大学に発注された意図は？」「若 

者定住というテーマなので、学生さんに頼む効果が大きい。またライフス 

タイル調査もやりやすいというメリットがある」等があった。 

 

▼全体コメント 

・ 人とお金がタダで出るシステムと見られないよう、必ず地域の自立

を促してほしい。 

・ 他のチームとの協働を次の課題として、是非取り組んでほしい。 

・ 毎年、学生が変わっていくのに、活動が継続していくのが、すばら

しい。学生が地域に学べることを改めて感謝したい。 

・ たくさんのプロジェクトが出来ていくことも全体で見れば継続性。 

・ まじめに取り組んでおり、活動レベルも高い。もっと学生の参加を。 

・ 近江楽座は、学生、地域、大学にとって三方よし。 

・ 持続するということは大変なことなんだということ。 



● 

2.活動報告 ● 

● 
● 

● 

２－２－３ 地域活動スキルアップ講座の開催 

地域活動に必要な基本的マナーや、活動を深めるためのより高度なスキル

の習得をめざして、地域活動スキルアップ講座（全３回）を開催しました。

企画にあたっては、以下の点に留意しました。 

・ 全３回をとおした一貫したテーマ設定（「伝える」） 

・ 講師の現場経験に基づくノウハウ提供 

・ 学生とも比較的年齢の近い講師選定 

・ 一方的な講義型ではなく、対話型の講座運営 

・ 実践的な作業（ワークショップ）を盛り込む。 

企画協力：NPO 法人五環生活 
 
 

■ 第 1 回「ビジュアルで伝える」   

▼テーマ：上手な活動写真の撮り方とは？ 

▼日時：10/20（月）18：00～20：00  

▼場所：滋賀県立大学交流センター研修室 1・2 

▼講師：長岡野亜さん（ドキュメンタリー映画監督・写真家） 

▼内容：伝わるビジュアルとしての写真について、実戦形式で上手な活動写 

真の撮り方を学ぶ。 

▼参加人数：32 名（うち、学外 1 名） 
 

■ 第２回 何を伝える？どうやって伝える？ 
 

▼テーマ：広報戦略を考える 

▼日時：11/20（木）18：00～20：00  
▼場所：滋賀県立大学交流センター研修室 1・2 

▼講師：芝原浩美さん(NPO 法人ユースビジョン理事・事務局長) 

▼内容：簡単なワークショップを交えながら、活動を伝えるための具体的な

広報戦略を考える。 

▼参加人数：14 名（うち、学外 3 名） 

 

■ 第 3 回 メディアから伝える 
 

▼テーマ：メディアを上手に利用する 

▼日時：12/19（金）18：00～20：00 

▼場所：滋賀県立大学交流センター研修室 5・6 

▼講師：木村愛子さん（フリーライター／元朝日新聞あいあい AI 滋賀編集室） 

 ▼内容：プレスリリースを通して活動をメディアにとりあげてもらうための

ポイントを学ぶ。 

▼参加人数：8 名（うち、学外 3 名） 

 

■ 全体まとめ 

全３回を通じて参加者の満足度の高いものになりました。その理由として、 

・毎回ワークショップなどの実践的な内容が盛り込まれていたこと 

・少人数で行ったため、アットホームな雰囲気であったこと 

などがあげられます。 
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２－２－４ 情報の発信 
 

■ ホームページ 
 

近江楽座ホームページを活用し、各プロジェクトのイベント告知や活動報告

などの情報発信を行いました。各プロジェクトごとのバナーや、タイムリーな

イベント情報などのお知らせバナーを作成し、更新情報がわかりやすくなるよ

うに工夫しました。 

近江楽座ホームページ URL：http://ohmirakuza.net/ 

  

 

■ ニューズレター「ohmirakuza.net」の発行 
 

活動情報誌（ニューズレター）の「ohmirakuza.net」を、ほぼ毎月の定期発

行し、ホームページと合わせて様々な活動情報を掲載しました。最新号ならび

にバックナンバーはホームページでも閲覧できるようにしました。 
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2－３ 学生委員会の活動 

 

これまでに楽座プロジェクトチームの代表を務めた学生らが中心とな

り結成された学生委員会が、今年度も「プロジェクト間の連携」を目的に

活動しました。 

 

■ 『近江楽座のススメ 学生力で地域が変わる／４年間の軌跡』 

  の編集・デザイン 

 

これまで活動してきた 50 近いチームの中から 12 チームをピックアップし、地域

活動を通して、悩み、考え、成長していく学生たちの歩みをドキュメント形式で綴っ

た『近江楽座のススメ』が発刊されました。 

大学が持つ「学生力」は地域をどう変えていくのか。学生たちの能力は地域でど

う引き出され、活かされていくのか。学生・教員・地域関係者の手による、地域と

大学の連携の可能性について、一つのあり方を提案する 1 冊です。本書発刊にあ

たっては、近江楽座学生員会が大きな力を発揮しました。 

  

○編   著：滋賀県立大学 近江楽座学生委員会 

○出 版 日：平成 20 年 12 月 23 日 

○発 行 所：株式会社ラトルズ 

○仕  様：A5 判 224 ページ 

○定  価：1,890 円（税込み） 

○構  成：はじめに／第 1 章 学生力／第 2 章 成長／  

第 3 章 発信／第 4 章 継続／ 

データで見る Ohmi-rakuza／おわりに 

 

 

■ 定例交流会の開催 
  

毎月 20 日を定例交流会の日とし、毎月交流会を開催しました。日ごろはなか

なか話す機会のない他のプロジェクトらと情報交換したり交流できる場を積極

的に作りました。 

 
 
 

  ■ 活動紹介冊子の製作 
  
8 月に、学内外への情報発信を目的として、プロジェクト紹介冊子（カラー

A5 判・30p）を作成しました。中には、各プロジェクトの活動内容や一年間の

活動スケジュールなどが大きな写真とともに紹介されています。 
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2－4 メディア掲載状況一覧
 

 本年度も、近江楽座の活動は、多くのメディアで取り上げられました。 
 

  日 時 チーム メディア 見出し 

C3 

※19 年度プロジェクト 

パンプキン王子デビュー 学生が協力今夏か

ら予約販売 県立大「C3」 
読売新聞 1 H20.4.1 

滋賀県立大学ｽﾁｭｰﾃﾞﾝﾄﾌｧｰﾑ「近江楽座」/まち･

むら･くらしふれあい工舎 2007 年度成果発表会
近江楽座 読売新聞 2 H20.4.8 

古民家を改造 魅力再び とよさと快蔵プロジ

ェクト代表 横山 耕蔵さん 
とよさと快蔵プロジェクト 京都新聞 3 H20.4.10 

竹林整備や古民家を活用 県立大生 地域貢献

活動の成果発表 
近江楽座 中日新聞 4 H20.4.20 

ふるさと活性 奮闘 根付いたぞ 県立大 ｽﾁｭｰ

ﾃﾞﾝﾄﾌｧｰﾑ『近江楽座』 
近江楽座 読売新聞 5 H20.4.29 

FM 滋賀 

｢平和堂 My 
エコキャンパスプロジェクト

木楽部会 
  6 H20.5.20 

KBS 滋賀｢さんさ

んワイド滋 wish｣
エコキャンパスプロジェクト   7 H20.6.1 

[特集]キャンパスはまちのなか！学生たちのま

ちづくり  
ウォロ（Ｖｏｌ

ｏ）』６月号 
近江楽座 8 H20.6.1 

学生の新聞 古民家 生き返る 滋賀県立大

生が再生プロジェクト 
とよさと快蔵プロジェクト 中日新聞 9 H20.6.10 

バイオディーゼル燃料車両 エンジン稼動実

験順調 
菜の花エネルギー 神戸新聞 10 H20.6.15 

屋台で元気にしたい 県立大生のプロジェク

ト 
わいわい楽座 読売新聞 11 H20.6.17 

エコキャンパスプロジェクト

木楽部会 

滋賀リビング

新聞 
間伐材や端材で気楽にものづくり 12 H20.6.21 

滋賀リビング

新聞 
もったいないプロジェクト ライフスタイルを見直す「もったいない帳」13 H20.6.21 

かやぶき民家 屋根ふきかえ 無人集落 県

立大生ら作業 
男鬼楽座 中日新聞 14 H20.7.20 

雑誌 SAVVY

（2008 年 9 月号）
［特集］のんびり、気ままに 電車の旅 信・楽・人-field gallery project15 H20.7.23 

竹製あんどん作り着々 県立大生や住民が協

力 
Taga-Town-Project 京都新聞 16 H20.7.27 

万灯祭 盛り上げよう 県立大生ら行灯作りに

汗 
Taga-Town-Project 中日新聞 17 H20.7.27 

読売 

しが県民情報

エコ生活始めよう「もったいない帳」県立大 4

年 中小田 すばるさん 
もったいないプロジェクト 18 H20.8.5 

高宮の街を赤色に彩る「百彩」イベント 9、10

日 
百彩 滋賀彦根 19 H20.8.6 

百彩 近江同盟新聞 中山道高宮宿赤色に染める 20 H20.8.8 

百彩 京都新聞 街並み赤色で彩り 彦根でイベント 21 H20.8.10 

古い街並み 赤く彩る 彦根で景観づくりイベ

ント 
百彩 中日新聞 22 H20.8.11 

エコキャンパスプロジェクト

木楽部会 

育て！大作スピリット 県立大生らが指導

竜王･キッズ彫刻 
23 H20.8.19 読売新聞 

24 H20.8.21 長浜楽座 近江毎夕新聞 長浜の町並み調査 
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  日 時 チーム メディア 見出し 

25 湖北の暮らしを体験しませんか 県と県立大

が募集 
H20.9.10 木之本楽座・長浜楽座 朝日新聞 

26 H20.9.10 木之本楽座・長浜楽座 近江毎夕新聞 ワークショップ開催 

移住するなら湖北へ 10，11 月 長浜などで体

験講座 
27 H20.9.11 木之本楽座・長浜楽座 読売新聞 

山里の暮らしを体験しませんか 県など参加

募る 
28 H20.9.17 木之本楽座・長浜楽座 京都新聞 

湖北スローライフ･･･夢実現へ一歩一歩 県と

県立大の促進事業 
29 H20.9.23 木之本楽座・長浜楽座 読売新聞 

元気フェスタ（イベント告知／折り込みチラ

シ） 
30 H20.10.1 Oumi Food Project 広報ひこね

読売 

しが県民情報

地元住民と放置畑で 2 種栽培 県立大生「稲枝

CottonProject」 
31 H20.10.7 Cotton Project 

ボ ラ ン テ ィ ア サ ー ク ル

Harmony 
32 H20.10.12 京都新聞 水しぶき浴びカヌー楽しむ 

ボ ラ ン テ ィ ア サ ー ク ル

Harmony 
33 H20.10.20 中日新聞 障害児がカヌー体験 

34 H20.10.20 木之本楽座・長浜楽座 近江毎夕新聞 湖北移住体験イベント開催 

朝日あいあい

ＡＩ滋賀 

彦根に似合う自転車タクシーを製作プロジェ

クト進行中  
35 H20.10.22 リキシャ 

民家や商店赤布で彩る 彦根 とりいもと宿

場まつり 
36 H20.10.26 百彩 中日新聞 

読売 

しが県民情報

民家まるごと白いギャラリーに 県立大＋若

手窯元集団 
37 H20.10.28 信・楽・人-field gallery project

映像で全国に発信へ 古民家改修、住民と学生

交流の姿 
38 H20.10.28 とよさと快蔵プロジェクト 京都新聞 

県立大研究グループ 廃プラでプランター開

発 地産地消へ第一歩 
39 H20.10.31 廃棄物バスターズ 中日新聞 

ベロタクシー彦根流に ｢城下町仕様｣大名か

ご・人力車イメージ 
40 H20.11.3 リキシャ 朝日新聞 

41 H20.11.4 木之本楽座 中日新聞 都会人が山里“体感” 

廃プラ｢地産地消｣ 園芸用プランターに再生

県立大の｢廃棄物バスターズ｣ 
42 H20.11.5 廃棄物バスターズ 京都新聞 

廃棄物も地産地消 彦根で発信したい 田中

良祐さん 
43 H20.11.5 廃棄物バスターズ 京都新聞 

リサイクル県内で完結 ゴミ再生プランター

販売 県立大など共同開発 
44 H20.11.6 廃棄物バスターズ 読売新聞 

びわ湖放送｢滋賀

経済 NOW｣ 
45 H20.11.8 廃棄物バスターズ 廃棄物も地産地消 

「彦根リキシャ」初お目見え 彦根仏壇技法採

用の自転車タクシー 
46 H20.11.9 リキシャ 滋賀彦根新聞

｢ひこね自転車生活をすすめる会｣・彦根リキシ

ャ開発 
47 H20.11.13 リキシャ 毎日新聞 

「太陽電池で環境にやさしく」ソーラー自転車

タクシー 県大生らが開発 
48 H20.11.16 ソーラーハンター 週刊滋賀民報

49 H20.11.17 リキシャ 朝日新聞 城下町・彦根にマッチ これが｢リキシャ｣ 

市内の廃プラ回収｢廃棄物も地産地消｣プラン

ター開発 
50 H20.11.18 廃棄物バスターズ 毎日新聞 
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  日 時 チーム メディア 見出し 

51 ボ ラ ン テ ィ ア サ ー ク ル

Harmony 

障害者も気軽に来て 県立大で来月 6 日クリス

マスコンサート 
H20.11.22 中日新聞 

52 H20.11.25 リキシャ 京都新聞 彦根仏壇の技法用い輪タク 

彦根リキシャ 伝統美込め快走 蒔絵、漆塗り

技術駆使 
53 H20.11.25 リキシャ 京都新聞 

｢彦根リキシャ｣完成 地元職人や学生ら開発

城下町にぴったり 
54 H20.11.25 リキシャ 中日新聞 

55 H20.11.25 Cotton Project こんきくらぶ コットンボールに夢をのせて 

自転車｢力車｣彦根に登場 来春運行へ 大名

駕籠風 
56 H20.11.27 リキシャ 読売新聞 

57 H20.11.27 とよさと快蔵プロジェクト 京都新聞 今日の BBC ｢激カラ！｣ 滋賀県立大学 

読売 

しが県民情報

湖北 見て！触れて！｢移住へ｣反応上々 古

民家再生ネットワークなど 
58 H20.11.28 木之本楽座・長浜楽座 

ABCTV｢おはよ

うコール ABC｣
彦根高級リキシャ 59 H20.12.1 リキシャ 

「彦根リキシャ」に見るメイド・イン・ヒコネ

の力 

コープ神戸「ステ

ーション」 
60 H20.12.1 リキシャ 

読売 

しが県民情報

新製品開発へ技術支援 ｢リサイクルプランタ

ー｣ 
61 H20.12.2 廃棄物バスターズ 

金城小 県立大院生が先生 クイズ形式環境

考えた 
62 H20.12.2 廃棄物バスターズ 中日新聞 

｢shiroiro-ie｣開設 信楽の若手窯元に県立大生

ら協力 
63 H20.12.5 信・楽・人-field gallery project 毎日新聞 

64 H20.12.13 ソーラーハンター 近江毎夕新聞 ほのぼのと運行 商店街にベロタクシー 

65 H20.12.21 近江楽座 中日新聞 ｢近江楽座｣を出版 県立大生が活動まとめる

びわ湖放送

｢びびドキ｣
66 H20.12.24 廃棄物バスターズ 廃棄物も地産地消 

｢近江楽座のススメ」県大生 4 年間の活動を本

に 
67 H20.12.25 近江楽座 中日新聞 

｢近江楽座｣の取り組み本に 県立大生 貢献、

感動描く 
68 H20.12.29 近江楽座 京都新聞 

読売 

しが県民情報
69 H20.12.30 近江楽座 近江楽座 活動成果本に 

70 H21.1.18 廃棄物バスターズ 朝日新聞 彦根・県大をあるく 

雑誌 Leaf 

2009 年 3 月号

京都・滋賀 2008 年にオープンした 

新しいお店 196 軒 
71 H21.1.25 信・楽・人-field gallery project

72 H21.1.25 近江楽座 読売新聞 ｢近江楽座のススメ｣刊行 

73 H21.1.26 リキシャ 朝日新聞 エコの追い風、自転車タクシー快走 

朝日あいあいＡ

Ｉ滋賀 
74 H21.1.28 近江楽座 ｢近江楽座のススメ｣を発刊 彦根・県立大学

読売 

しが県民情報

ひこね市民活動ふれあいまつり 2009 ｢彦根リ

キシャ｣ 
75 H21.2.3 リキシャ 

ＮＨＫ 

｢おうみ発 610｣
76 H21.2.9 廃棄物バスターズ   



● 
2.活動報告 ● 

● 

● 
● 

  日 時 チーム メディア 見出し 

77 県立大生、職人ら｢彦根リキシャ｣ 街走れ！自

転車タクシー 

読売 

しが県民情報
H21.2.24 リキシャ 

移り住むなら滋賀県・湖北交流移住を応援する

湖北人の交流会 

読売 

しが県民情報
78 H21.2.24 木之本楽座・長浜楽座 

79 H21.3.2 もったいないプロジェクト 毎日新聞 生活の中から「もったいない」意外にたくさん

80 H21.3.2 Area+Design 京都新聞 若者の高島ライフ紹介 定住促進へ市が冊子

81 H21.3.3 リキシャ 滋賀彦根新聞 ｢彦根リキシャ｣公道で走行へ 

県立大生の地域連携調査研究  
82 H21.3.6 近江楽座 毎日新聞 

4 年間の軌跡 出版  活性化へ今後も貢献 

FM 滋賀｢マイ エ

コロ スタイル｣
83 H21.3.6 廃棄物バスターズ   

84 H21.3.10 エコキャンパスプロジェクト 読売新聞   

日本ＴＶ｢おもいっ

きりイイ!!テレビ」
85 H21.3.16 廃棄物バスターズ 家族で野菜作り 
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３－１ ふりかえりシートにみる近江楽座               
 

 今年度近江楽座として活動したチームが、活動を実施した後、自分たちの活動

を振り返りその効果等を評価するとともに、課題を整理し今後の活動の発展につ

なげていくために、Aプロジェクト20チーム、Bプロジェクト3チームを対象に「ふ

りかえりシート」を記入してもらいました。ここでは、シートの記入内容にみら

れる傾向を紹介しながら、今年度の活動について報告します。 

 

■ 実施体制について 

（１）チーム構成人数  
 最大 最小 平均チームに参加した学生数は最多 69 人、最少 2 人、平均 16 人、指導教員は、

最多 5 人、最少 1 人、平均 2 人でした。一方、学外構成員は、最多 70 人、最

少 0 人、平均 13 人でした。また、計画時との比較では、20 人以上の増減が

あったチームが 3 チームありましたが、それ以外は、多少の増減はあるもの

のおおよそ計画どおりの体制であったことがわかります。 

学生 69 2 16 

教員 5 1 2 

地域関係者 70 0 13 

  

（２）連携団体 ①地域組織   15 

全体の傾向としては、地域組織、市民団体や NPO、行政機関との連携が突

出する形となりました。昨年に比べて、市民団体・NPO は多少の減少、地域

組織と行政機関との連携が大幅に増加しています。地域でのプロジェクト活

動が継続して行く中で、地域の幅広い対象に連携が拡大しているという傾向

が強まっています。また、連携先が１つの団体で活動するチームが 12 チーム

ある一方、複数の団体と連携するチームが 9、最大では 5 つの団体と連携す

るチームが 1 チームありました。今年度は平均 1.7 団体/チームという結果で、

昨年の平均 1.2 団体/チームよりも若干増加の傾向にあります。 

②市民団体・NPO 8 

③行政機関 10 

④教育研究機関 3 

⑤民間企業 2 

⑥特定施設 0 

連携団体なし 2 
 
  

（３）活動地域 
各チームの活動地域は、学内 11 チーム、彦根市内 14 チーム、滋賀県内 13

チームとなりました（複数回答）。また、23 チームのうち、複数の活動地域

を持つチームは 13 チームで、学内のみで活動するチームが１チーム、彦根市

内のみが 5 チーム、県内のみで活動するチームが 4 チームでした。 

①学内 ②彦根市内 ③滋賀県内

11 14 13 

 
 

（４）活動拠点 
①学内 ②学外 研究室に拠点を置くチーム、学内施設に拠点を置くチーム、学外に拠点を

置くチームがそれぞれ右表のようになり、例年に比べてやや学内を拠点とす

るチームが多い傾向にあります。 

③学外
・研究室 ・その他

10 8 7 
学外に活動拠点を置くチームは、彦根市から遠い場所で活動するチームが

多く、さまざまな関連団体の協力を得て現地に活動拠点を構えて活動してい

ることがわかります。 

 
①生活文化・伝統 9 

 ②観光・発信 1 

 ③地場産業 4 

■ 活動内容について ④環境の保全 7 

（１）活動テーマ ⑤健康・福祉 2 

活動テーマをみると、単独のテーマを掲げて活動を行うチームは 7 チーム

あり、16 チームが複数のテーマを掲げて活動を展開しています。そのなかで、

⑩アート・ものづくりが 10 チーム、①生活文化・伝統が 9、④環境の保全 7、

⑨景観の保全 6、⑦子ども 5、⑪中心市街地活性化 5、③地場産業 4 の順に多

数となっています。 

⑥食生活 2 

⑦子ども 5 

⑧防災・地域安全 2 

⑨景観の保全 6 

⑩アート・ものづくり、①生活文化・伝統は昨年も最も多く、次いで④環

境の保全、⑨景観の保全という項目は変わっていませんが、③の地場産業を

テーマとするチームが若干の減少傾向となっています。 

⑩アート・ものづくり 10 

⑪中心市街地活性化 5 
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（２）経費 
近江楽座の予算から支出した経費は、チーム平均 363,268 円で、昨年より約

17%の減少となりました。継続プロジェクトについては、活動を継続して行

く中で地域から信頼を得たことにより、近江楽座以外からも資金を獲得でき

るようになったことや、設備備品などの大きな初期投資ほぼ完了したことに

より、全体的に活動経費が前年度より減少している傾向にあります。 

①20 万円未満 7 

②20 万円代 1 

③30 万円代 5 

④40 万円代 5 
  

⑤50 万円代 3  

（３）単位認定 ⑥60 万円代 1 

今年度単位認定を伴う活動を実施したチームはありませんでした。 
⑦70 万円代 1 

 
⑧80 万円代 0 

 
⑨90 万円以上 0  

 ■ 予算・企画面について 

（１）計画どおりプロジェクトを実施できたか。 
計画通りにプロジェクトを実施できたチームは全体の 40％ほどで、昨年の

30％より改善された結果となりました。計画段階でのプロジェクトの綿密な

練り上げが引き続き課題となっています。 

あまり 
できな まあまあ 

できなか

った 

できた 
かった できた 

「できなかった」「あまりできなかった」理由 
6 3 9 6 

・計画、スケジューリングに問題やあまさがあったため 

・メンバー不足によるもの ※1 チーム複数回答あり 

・費用面によるもの 

 

（２）プロジェクトを進めるにあたって、事前の準備や情報収集が十

分行えたか。 
あまり 

できな まあまあ 
できなか

った 

できた 
かった できた 事前の準備に関しては、多くのチームから「できた」「まあまあできた」

という回答を得ることができました。 
6 13 4 0 

「あまりできなかった」理由 

 ・広報活動の開始時期が遅かった 

・目先のイベントに気を取られてリハーサル不足になってしまった 

 

（３）企画内容が地域性、実施対象、実施方法などの観点から妥当で

あったか。 
あまり 

できな まあまあ 
できなか

った 

できた 
かった できた 

全てのプロジェクトから「できた」「まあまあできた」という回答を得る

ことが出来ました。 11 12 0 0 
 

  

（４）当初の計画通り予算を執行できたか。 
まあまあで

きた 

あまりできな

かった 

できな

かった 

計画通り予算を執行できたチームは全体の 60％ほどで、昨年の 45％よりは

改善された結果となりました。 
できた 

「できなかった」「あまりできなかった」理由 
3 11 5 4 ・申請時の予算組みが甘かったため 

 ・計画の変更が多かったため 

・追加作業が発生したため 

・交通費や成果物に当初予算との誤差が出たため 

 

■ プロジェクトの運営について 

（１）チーム内の役割分担は明確にできたか。 あまり 
できな まあまあ 

できなか

った 

できた 約 70％のチームから「できた」「まあまあできた」という回答を得ること

ができ、昨年の 50％より改善された結果となりました。 
かった できた 

「できなかった」「あまりできなかった」理由 4 12 7 0 
・対話不足で、役割分担の範囲について把握できていなかったため 
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・学生が忙しい時期があり、役割分担が機能しないことがあった 

・一部のメンバーに負荷が偏ってしまった 

 

（２）メンバー同士の情報共有やコミュニケーションが十分行えたか。 
約 70％のチームから「できた」「まあまあできた」という回答を得ること

ができ、昨年とほぼ同レベルの達成度となりました。 
あまり

できなまあまあ 
できた できなか

った 
かったできた 

「できなかった」「あまりできなかった」理由 

・情報の共有が、ほとんどコアメンバー間のものになってしまった 
2 15 5 1 

・役割分担された人のところが情報がとまり、水平展開しなかった 

 ・活動に関する主なメンバーが固定されていたから 

 

（３）プロジェクトの実施過程で、内容の工夫や改善を十分行えたか。 
あまり

できなまあまあ 約 85％のチームから「できた」「まあまあできた」という回答を得ること

ができ、昨年とほぼ同レベルの達成度となりました。 
できなか

った 

できた 
かったできた 

「あまりできなかった」理由 
7 13 2 0 ・メンバー全員が集まり話し合う機会を定期的に設けておらず、工夫や改

善計画をあまり立てることができなかった  
・計画した内容を実施すること以外がやや場当たり的になっていたため 

 

 

（４）チーム内や連携団体等と振り返りや話し合いの場が定期的にもたれたか。 
あまり約 80％のチームから「できた」「まあまあできた」という回答を得ること

ができ、昨年の 45％よりも大幅に改善された結果となりました。 
できなまあまあ 

できなか

った 

できた 
かったできた 

「あまりできなかった」理由 

・他学科・他学年の方たちとの連絡が密にできなかった 8 11 4 0 

・チーム内では連絡できていたが、関連団体とは定期的に行えていなかっ    

た。  
・話し合いがどうしても不定期になりがちだった 

・作業に追われ、話し合いの機会をもてなかった 

 

■ 情報の発信・ネットワークづくりについて 

（１）メールやブログ等コミュニケーションの為の情報ツールを活用できたか。 
あまり約 60％のチームから「できた」「まあまあできた」という回答を得ること

ができ、昨年と同レベルの結果となりました。来期以降の底上げが課題です。

「できなかった」「あまりできなかった」理由 

まあまあ できな
できた できなか

った 
できた かった

・ML 以外のツールが活用できなかったため 9 5 8 1 

・インターネットの環境について興味を持つ人がいなかったため 
 ・企画の進行で手一杯だったため 

・初期の頃に楽座の HP を活用しなかった名残が最後まで続き、十分な更

新や情報提供ができなかった。また、専用の HP を作っていなかったこ

ともその要因。 

・ブログなどは作ったが、更新ができなかった 

 

（２）自分たちの活動を知ってもらうために広報活動や情報発信を行えたか。 
あまり約 60％のチームから「できた」「まあまあできた」という回答を得ること

ができ、昨年よりも減少する結果となりました。 
できなまあまあ 

できなか

った 

できた 
かったできた 

「できなかった」「あまりできなかった」理由 

・活動内容を明確に周知できなかった 7 7 8 1 

・近江楽座のブログでのみの情報発信となってしまった  
・プロジェクトとしての意識が希薄であったため 

・活動自体が実測などであったため 

・広報活動があまり浸透しなかった 
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（３）活動を通じて地域の連携団体とのネットワークを強化できたか。 
約 85％のチームから「できた」「まあまあできた」という回答を得ること

ができ、昨年の 60％よりも大幅に改善されました。 

あまり 
まあまあ できな 

できた できなか

った 
できた かった 

「できなかった」「あまりできなかった」理由 

・強化はできなかったが、今までにかかわりのなかった団体と交流するこ

とができた 
4 16 1 2 

 ・地域の方との話し合いを持つことができなかった 

・仕事での付き合いという形にしかならなかった 

 

（４）近江楽座の他チームとの情報交換や連携を図ることができたか。 
「できた」「まあまあできた」という回答は約 48％のチームにとどまり、

昨年の 60％よりも大幅に減少しました。この点については、チームの主体的

な活動に加えて、外部にコーディネーターを設けることを検討する時期に来

ていることを示す結果となっています。 

あまり 
できな まあまあ 

できなか

った 

できた 
かった できた 

5 5 7 8 
「できなかった」「あまりできなかった」理由 

 ・福祉系のプロジェクトがあまりなく、接する機会がなかったため 

・自分たちの作業だけで手一杯だったため 

・他チームとの交流の場を作れなかったため 

・交流会や講習会に十分に参加できなかったため 

・活動を限定したため 

 

■ 地域貢献について 

（１）活動を通じて、住民や関係団体との信頼関係を構築もしくは維持できたか。 
約 80％のチームから「できた」「まあまあできた」という回答を得ること

ができ、昨年とほぼ同レベルの達成度となりました。 

あまり 
できな まあまあ 

できなか

った 

できた 
かった できた 

「できなかった」「あまりできなかった」理由 

・イベントなどの自主的な活動ができず、頼ってしまうことが多かった 8 11 2 2 
・連絡が後手になりがちで、常にぎりぎりで動いていた 

 ・キーパーソンが転職してしまったから 

・媒介組織があったため 

 

（２）プロジェクトを地域に根付かせることができたか。 
あまり 約 70％のチームから「できた」「まあまあできた」という回答を得ること

ができ、昨年の 50％から大幅な改善となりました。 
まあまあ できな 

できた できなか

った 
できた かった 

「できなかった」「あまりできなかった」理由 

・時間が足りず、定期的な催しができなかったから 4 12 5 1 

・地域活動の補助スタッフとして定期的に参加することができず、少し無

責任な形になってしまったから ※わからないとの回答が 1 件あり 

・イベントに参加していただいた方にしか PR ができなかった 

・はじめての試みで地域住民や自治体との意識が整っていなかった 

・広報不足と連携不足 

  

（３）活動によって地域活性化へ貢献できたか。 

 あまり 約 70％のチームから「できた」「まあまあできた」という回答を得ること

ができ、昨年とほぼ同レベルの達成度となりました。地域で活動し、それが

根付き始めている実感はあるが、貢献というレベルにはまだ達していないと

評価するチームが多いことが読み取れます。 

まあまあ できな 
できた できなか

った 
できた かった 

8 8 5 1 

「できなかった」「あまりできなかった」理由 
※わからないとの回答が 1 件あり 

・補助的な活動が多く、自分たちが主体になって動くことが少なかったか

ら  

・活動には十分に行ってきたが、まだ“参加している”という域を脱して

いないため 

・まちのに人に主体的に動いてもらうようなレベルには達していないから 
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（４）具体的にどのようなことに貢献できたか。（複数回答可） 
①地域文化の継承 6 右記のような結果となりました。 

昨年との比較においては、地域の独自性創造が大幅に増加していることが

挙げられます。また、その他として以下が挙げられており、地域への影響が

多岐に渡ってきていることを示しています。 

②地域産業の活性化 6 

③地域の独自性創造 10 

・大学と地域の繋がりの強化 
④地域人材の育成 4 ・子供たちに自分の手でものづくりする面白さを伝えた 

・エネルギーと環境に対する意識の向上 
⑤環境生活の改善 3 

・問題に対する地元住民の意識向上 

 ⑥地域福祉の向上 4 

 
⑦その他 5 

 
  

■ 人材育成・スキルアップについて 

（１）プロジェクトの活動を通じてどのようなことが身についたか。

（複数回答可） 
①専門知識や技術の習得 12  

②交渉力やコミュニケーシ 右記のとおりです 18 
ョン能力の習得  

 ③企画力やプロデュース力の
14 

 向上 

 ④地域社会の理解・問題解決
10  能力の向上 

 
⑤人的ネットワーク 18  

 
⑥学内で新たな出会い・交流 6  

  
■ 課題 

 ふりかえりシートの結果から、 

 ①活動の向上 9 

①プロジェクトの継続や充実した活動に対しては十分な人材が必

要であり、その確保に苦労している ②活動の継続 8 

②広報について、近年は web 情報ツールの発展がめまぐるしいが、

それを使いこなせる学生がまだ少ないため、活用し切れていない

現状がある 

③交流連携の強化 11 

④地域への根付き 4 

③プロジェクトの運営はコアメンバーに負荷が集中する傾向があ

り、その分担ができていないところが多い ⑤人材の確保と育成 5 

④他チームとの連携などを図り活動の幅を広げることで、新たな提

案が生まれ、地域への貢献度がレベルアップすることが今後求め

られている 

⑥情報発信・広報の強化 10 

⑦組織内での役割分担 2 

 
 おおまかに以上の 4 点を課題としてまとめることができます。 

①③については、今後のプロジェクトの存続にかかわる大きな課題であり、チ

ームとしての組織力やモチベーションをいかにあげるかという根本的な議論の

場を持つことが必要とされます。 

②について、広報はプロジェクトの根付きや、外部へのプロモーションの意味

で重要であり、近江楽座の新たな価値創造の可能性を持っています。課題であ

る web の部門については各自のスキルアップはもちろん、今後も積極的に講習

会を催すなどして強化していく必要があります。 

 そんな中で、継続プロジェクトについてはこれまでの実績から徐々に地域と

の連携が取れるようになってきており、信頼を得ているプロジェクトが多くみ

られるようになりました。この流れを来期にも継承するとともに、④にあげた

ような新しい試みによって近江楽座の活動が次のステージに押し上げられるこ

とを期待します。 
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３－２ 近江楽座推進会議からのメッセージ    
 

学生たちの活動を見守る教員組織である、近江楽座推進会議（地域づく

り調査研究センター運営委員会第一専門委員会）からのメッセージを紹介

します。 

 

■ 野間直彦（環境科学部）  

滋賀県立大学には、現行の「中期計画」の「数値目標」に、近江楽座などの環

境・地域に関わる自主活動への全学生の参加を目指す、という項目があります。

楽座の体制は大学のこの決意を反映したもので、それなりに手厚いと思いますが、

参加人数を増やすことにはなかなか成功していないのが現状です。 

私は、活動の「すそ野を広げる」イメージで多くの人が参加できるようにする

ことに可能性があると思っています。全学的にたとえば「近江楽座の日」などを

作って、各プロジェクトが年に１日、２日でも、まだ参加したことのない学生に

よびかける、などの取り組みができたらと思います。 
 
 

■ 鵜飼修（環境科学部）  

全体的に、昨年より活動が充実しているように感じられました。 

学生の皆さんのスキルが向上したとともに、事務局による支援が充実した成果で

もあると思います。 

気付いた点を２点述べます。 

1 点目は、プロジェクトの継続や引き継ぎについて悩みが多いように思われる

点です。前任者のモチベーションを引き継ぐのは、相当、経験や価値観が合致し

ないと困難かと思いますので、無理せず自身の身の丈にちょっとプラスした活動

を実施することがよいと思います。地域活動の基本は、地域の価値を地域住民と

共有し、自分自身が楽しむことです。 

2 点目は、地域おいて自分たち学生の役割が分からずに悩んでいる人も多いと

思われる点です。そういったときは、その前に自分たちが何がしたくて、何がで

きそうで、何をしなければならないか整理することが必要でしょう。ただし、皆

さんの可能性は無限大です。小さな成功体験を積み重ねてゆくことがよいと思い

ます。 

いずれの悩みの解決にも、先行きをイメージする力が欠かせません。イメージ

するには情報の収集や状況把握が大切です。では、そのために何をすればよいか

というと、あまり難しく考えず、まずは自分自身で動いてみることでしょう。た

くさんの人と出会い、臆せずお話ししてみることでしょう。 

それができるのが、学生という立場の利点でもあります。 
 
 

■ 奥貫隆（環境科学部）  

 平成 20 年度は、近江楽座をスタートして 5 年目という節目の年でした。12 月

に「近江楽座のススメ」を刊行しましたが、テーマや方法論の異なる 12 プロジェ

クトについて、楽座の先輩或いは卒業生が本音で語る言葉には説得力があります。

楽座の活動メンバーには必読の一冊です。地元の期待の大きさにプレッシャーを

感じたときや活動の方向が見えなくなったときなど、この本で紹介する先輩たち

の経験から学ぶところ、勇気づけられるところが随所に刻み込まれています。 

地元学に携わる人たちが共通して語る言葉ですが、地域価値を発見し、あるは

創造するためには、「風の人」と「土の人」の異なる価値観と行動特性が不可欠で

す。学生は、地縁的にも世代的にも地域活動においては、典型的な土の人。学生

だから発揮できる多くの能力に自ら気づき、自信を持って活動して欲しい。 

学生力×地域力=近江楽座。近江楽座の 5 年間の活動実績をとおしていえるこ

とは、「学生力」が地域を動かす起爆剤となりうること、そして「地域力」が学生

の活動を受け入れ、育ててくれるということです。 

新しい時代、新しい社会、そして自己の未来を切り拓いていくために、所属す

る学部、学科の専門性にとどまらず、探求心、実践力、連帯感を持って、新たな
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地域価値の発見と創造にチャレンジしてください。「近江楽座」から「近江環人」

の称号を獲得して社会人となった先輩たちを目標に！ 
 
 

■ 錦澤滋雄（環境科学部） 

近江楽座の運営メンバーに参加して四年ほどが経過しました。継続的な取り組

みを通じて、地域の中に溶け込み、根付いてきたグループもいくつか見られるよ

うになってきたように思います。一方で、多くのチームが依然として後継者不足

に悩んでいるようで、いかにして後進を巻き込んで育てていくか、この点は今後

もなお解決すべき課題として残っているようです。そのような中、元気に活動し

ているグループは、他大学との交流を深めて協働でイベントを開催したり、楽座

OBOG を招いて指導してもらう機会を設けたりと、活性化するための工夫をこら

しています。2009 年度も近江楽座の取り組みを活性化するための新たな工夫を各

グループが実践し、全体で共有していくことが求められます。近江楽座のますま

すの発展を期待します。 
 
 

■ 村上修一（環境科学部） 
5 年間にわたって相当数の地域プロジェクトが継続している。活動をつないでき

た卒業生や現役生の努力の賜物と評価したい。また、活動を暖かく見守っていた

だいている地域の方々への感謝の気持ちを忘れないようにしたい。 

地域での実践をとおして得られたことは大きいはずである。地域起業家としての

意識を高く持ち、社会で活躍されることを祈る。 
 
 

■ 河崎澄（工学部） 

滋賀県立大学生独自の様々なアイディアが提案そして実行されていることを頼も

しく感じます。近江楽座のキーワードの一つは人と人のつながりだと思います。

活動が“ひとりよがり”や“自己満足”とならないよう、自己点検を心がけなが

ら、さらなる発展と学生諸君の成長を期待します。 
 
 

■ 石川慎治（人間文化学部） 

今年度は中間発表会に参加できなかったので活動途中の状況が分かりませんで

したが、先日の成果報告会では、チームの体制づくりで苦悩したり今後の活動自

体に不安を持っているチームがあったり、地域から予想以上の反響に手ごたえを

感じているチームなども見受けられ、一年間の学生のみなさんの近江楽座におけ

る「泣き笑い」を垣間見ることができました。一年間、おつかれさまでした。特

に、うまくいかなかったと感じているチームのみなさん、これからが大事になっ

てくるのではないでしょうか。ぜひ、今年度の楽座での経験を糧にして次のステ

ップに踏み出してもらえたらと思います。 
 
 

■ 面矢慎介（人間文化学部） 

全プロジェクトの成果発表を聞き通して感じたのは、学生たちがこの一年の間、

実に良く地域へ出ていたことだ。プロジェクトに関わった学生たちの膨大な時間

とエネルギーが、地域に、つまり通常の大学のカリキュラムの外の時間と場所に、

注がれてきたことを改めて痛感した。その一方で我々教員はどこまで地域に出て

いただろうか、と自省することにもなった。 

地域に関わるどのプロジェクトも、学生メンバーと地域の人たちの協力がなけ

ればやり通すことができなかっただろう。それをやり通すためのコミュニケーシ

ョン能力、企画力、行動力、人を組織する力、、、総じて「学生力」とでも言う他

ない学生の力は、プロジェクトの現場を通して確かに育ってきたといえるだろう

（いやでもそれをしなければならない状況に追い込まれて、無理やり育てられた、

という方が正確かもしれないが）。 

このような学生力は、通常の大学カリキュラムだけでは育つ機会がほとんどな

い。その意味では、深く参画した学生たちには近江楽座は大きな「教育的効果」

があったことになる。ただし、このプログラムに参加する学生は依然として少数

派であり、学内の大多数の学生はこのプログラムの深い意味や得られる達成感、
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魅力を知らない。そこで、プロジェクトを終えたメンバーたちにして欲しいこと

の一つは、地域に出て得られた各自の体験を、まだ地域に「出て」いない他の学

生たちに広め伝えること、そうしてさらに一人でも多くの学生を地域に誘い出す

ことだと思う。 
 
 

■ 森川稔（人間文化学部） 

地域に入り、地域の方々と協働し、地域に貢献する。その過程を通じて、学生

は多くのことを学ばせていただき、地域の方々には学生の元気を受け取ってもら

う。私が学生の時には、明確な志と計画性をもって、そうした取り組みをしてこ

なかっただけに、毎年の学生の熱心な取り組みには、多いに感心させられている。

ただその一方で、当初の計画内容とはだいぶ異なってしまったり、助成金を十分

に生かせていないな、と思うようなプロジェクトも見受けられる。また、楽座が

はじまってから５年が経過し、活動がマンネリ化したり、活動がうまくつながっ

ていないと思われるプロジェクトもある。継続して取り組んでいるプロジェクト

については、先輩から後輩にしっかりとその内容が受け継がれていくと同時に、

取り組みそのものが、毎年、その年独自の新たな成長をみせてくれることを期待

したい。さらに、新しいプロジェクトが数多く立ち上がり、楽座に新風を吹き込

んでくれることも期待したい。継続、脱皮、新しい風。これからの近江楽座にそ

んなことを望んでいる。 
 
 

■ 山根周（人間文化学部） 

「近江楽座」も丸 5 年継続し、大学としての地域連携の一つのスタイルが確立

されたように思います。一つのプロジェクトを数年にわたって継続しているチー

ムもかなりありますが、今後これらのチームについて、どのような方向で独立（自

立）するのか（NPO、コミュニティビジネス、etc.？）、あるいは独立せずに大学

がサポートを続けていくのか、等々、その将来像を考えていく必要があるのでは

ないかと感じています。 

「近江楽座」スタート時の位置づけである「教育プログラム」という意味では、

「地元学入門」という授業が設立されるなど、その成果は一定の形に結実してい

るように思います。今後「教育」の側面と「地域貢献」の側面のバランスをどう

取っていくのか、また成果発表会でも見られた「学生力」のエネルギーとまじめ

さをどうよい方向へもっていき「近江楽座」を継続発展させるのか、考えていか

なければならないと思います。 
 
 

■ 伊丹君和（人間看護学部） 

「近江楽座」の活動は、学生の自ら学ぶ力を育てるとともに、それぞれの専門

分野への興味・関心や知識・技術を高めるものであり、教育的な効果も大きいと

考えています。したがって、「近江楽座」での活動はそれぞれの学生の将来にも少

なからず影響しています。また、各プロジェクトにおける学生間の縦と横のつな

がりの関係性はもちろん、地域住民との関係性など、自ずと社会性やコミュニケ

ーション力の向上にもつながります。そのほか、悩み試行錯誤を重ねる活動の中

で、豊かな感性をも育んでいます。 

このような「近江楽座」の活動を益々発展させていくために、特に継続プロジ

ェクトは立ち上げ当初の熱い思いと活動本来の目的を再確認して、さらに活動を

発展できるよう取り組んでいくことが必要と思います。また、新たなプロジェク

トの発掘も必要と考えます。 

学生の教育効果と地域貢献の両者が結びついた「近江楽座」の益々の発展と継

続を望むとともに、これからも支援していきます。 
 
 

■ 中野優（近江楽座学生委員会）  

スチューデントファーム「近江楽座」まち・むら・くらしふれあい工舎も５年

目を終えました。学生プロジェクトというその性質故に、毎年新しい学生が参加

する一方で、卒業していく学生もたくさんいます。そのような新陳代謝を繰り返

す近江楽座ですが、培ってきた経験や知識をそれぞれのプロジェクトごとだけで

はなく、近江楽座として蓄積し継承していくためにも、そしてより多くの人たち
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に活動を知っていただくためにも、本年度「近江楽座のススメ 学生力で地域が

変わる／４年間の軌跡」が発刊されました。 

学生委員会も編集・デザインに関わらせていただき、現場の生の声やその臨場

感を、新しい近江楽座生に、地域の方々に、そして全国の方々にお伝えすること

ができる、そんな一冊が出来上がったのではないのかと思います。 

来年度からは継続プロジェクト枠の中に新たにステップアップ枠が設けられ、

近江楽座の新たな展開を迎えようとしています。その中にあっても「人が育つ大

学」という本学の理念を持ち、これまでの歩みを継承しながら新しい近江楽座を

一人一人の学生たちがつくっていてほしいと思います。わたしたち学生委員会も

現場の学生の目を持って、近江楽座の運営に関っていければと考えています。来

年度もよろしくお願い致します。 
 
 

■ 篠原尚子（事務局 地域貢献研究推進グループ） 

近江楽座発足から 5 年経ち、楽座は間違いなく県立大学の「顔」となりました。

言うまでもなく、活動に携わったすべての皆さんの努力のたまものです。この 5

年間で継続プロジェクトは世代交代が進み、当初のメンバーだった学生さんたち

の就職情報をちらほらと聞くようになりました。楽座での経験は、間違いなく社

会に出たときに役に立ちます。人は年を重ねる毎に広い「社会」で生きていきま

す。そして、守られた世界から、「世間の荒波」の中へ出ていくわけですが、どん

な環境にあっても「人との関わり」が上手くできていれば、しんどい状況にあっ

ても乗り越えられると思います。「楽座に関わった」ことは、新しく「人と関わろ

う」とした証。自信を持って、これからもお金で買えない財産（＝友人）を増や

していってください。 
 
 

■ 三田村奈美（事務局） 

20 年度、私にとっての近江楽座でのビッグニュースは、なんといっても「近江

楽座のススメ」の出版でしょうか。現代 GP へ採択されたことから始まり、18 年

度までの 4 年間の近江楽座の歩みを綴ったこの本は、いわゆる形式的な報告書で

はない、地域に、全国に誇れるといっても過言ではないとても濃い活動ドキュメ

ントです。 

私も、今年度より編集チームとして作業に関わらせていただきました。私が主

に編集を担当したのは、「エコキャンパスプロジェクト木楽部会」、「くつきチーム」、

「C3」、「廃棄物バスターズ」の 4 チーム。学生メンバーが書いてくれた初稿を元

に、取材や編集を重ねる作業が 1 年ほど続きました。その過程で、今まで知らな

かった彼らの活動の別の一面や、原点、活動での喜びや苦悩に触れ、新たな発見

をし、改めてその活動の奥深さを感じたのでした。それぞれのチームが、異なる

テーマを持ち、様々な地域と協働し、それぞれ試行錯誤する中で生まれたドラマ

を“文字”にすることの大変さは想像以上のものでしたが、だからこそ、出来上

がった本を学生たちと初めて手にした時の感動は、今でも忘れられません。 

出版計画が持ちあがったのは、実は 19 年度のこと。当初作業に関わっていた各

チームのメンバーの多くは、完成を待たずに卒業してしまいました。そして、丸々

2 年をかけて製作された「近江楽座のススメ」を初めて手に取る現役メンバーた

ちの中には、プロジェクトの発足当時の話を知らない新メンバーも多く存在して

います。この本が、プロジェクトのコンセプトや先輩たちの熱い思いを知る機会

として、自分たちの活動に刺激を与えるカンフル剤として、これからもずっと、

近江楽座に代々受け継がれるものとなってくれたらいいなと願っています。 
 
 

■ 秦憲志（事務局） 
事務局として 1 年間、学生たちの活動を見守り・支援させていただきました。

プロジェクトの数が多いのは嬉しいことなのですが、充分目が行き届かないのが

悩みの種です。楽座の縦糸となる学生たちの主体的な活動を支援していくと同時

に、基本的なスキルの習得や活動をつなげるツール、広報・発信など楽座の横糸

を太くしていきたいと思っています。 
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今年度の近江楽座にも、学生・教員を始め、地域の方々にたくさんご参加いた

だきました。（敬称略） 

 

01. ボランティアサークル Harmony 

衣斐千紗・井流有紗・岡田憲治・奥村彩奈・久世恵里奈・酒井良輔・佐藤友紀・

永島綾香・中村初美・西川雄希・長谷川敬春・福居恵子・福井健大・箕浦麻衣・

山口祐・山中由貴・山盛孝治・黒田末壽・竹下秀子・NPO 法人 障害者の就労

と余暇を考える会メロディー 
 
 

02. Cotton Project 

有賀薫・岩崎史子・久保田奈純・道明美保子・澤とし江・富江春枝・富江みよ

子・萩原星子・古川和夫 
 
 

03. Oumi Food Project 

青木麻美・清川晶子・辻愛・鈴木かほる・永田卓巳・横井健二・飯塚真帆・石

島唯・奥野央子・杉田千紗・中村佳奈子・橋本美帆・茂山翔太・渡邊由貴・築

山恵子・林絵里・前川祐希奈・前田晃宏・陸田めぐみ・村里智美・森岡瑞奈・

森沢佳織・山野明日香・吉川愛乃・灘本知憲・浦部貴美子・岡本秀己・田中敬

子・佐々木一泰・飯田智輝・富田恵一・神谷紀子・上田健吉・田島茂洋・太田

裕美・苗井満輝・林清和 
 
 

04. 未来看護塾 

伊丹君和・豊田久美子・久留島美紀子・山田博子・朝見彩香・按察芽夢・石川

翔太・鵜飼和子・大橋真理子・木村彩・北村有加・黒木愛・坂井美由紀・玉越

小百合・寺村沙矢香・中村初美・原田勝博・堀上知美・山口示右・伊井真理・

奥嶋桃子・片岡春香・日下部優・甲津江理・佐々木美紀・墨田沙希・冨田悠・

山口なつみ・吉田真帆・池田圭佑・伊藤みなみ・井上真奈美・木股慶子・工藤

沙也加・坂本知広・佐川彩菜子・諏訪由香里・塚本紋加・中村奈央・野口はる

な・長谷川真衣・早川史織・林怜史・平山由貴・山口美穂・山本有由未・山本

徹・湯口知美・青木沙織・石川舞・岩元佳菜子・植田麻耶・鵜飼晴香・岡崎未

央子・岡田美菜子・小川歩美・小野田沙織・北村朋世・桑原さつき・島田朋実・

杉山文香・鈴木佳奈・外村菜穂・長尾理世・中川碧・中川ゆかり・中川亮・西

山真由・桧枝裕貴・松井宏樹・山本千晶・山元理央・吉田裕美子・赤松信（彦

根市立病院）・松井徳子（彦根市立病院）・安寺久美子（彦根市立病院）・福井久

美子（ＮＰＯ法人ぽぽハウス）・山脇昤子（ＮＰＯ法人ぽぽハウス）・尾田保子

（ＮＰＯ法人ぽぽハウス） 
 
 

05. Living Design 12th 

奈良田拓・中村彩子・杉森香苗・荒山恵理子・有賀薫・井上未貴・江口倫子・

大西町子・岡崎朋子・嘉数有利恵・金山和樹・鬼海めぐみ・久保田奈純・近藤

茉莉・近藤美乃里・坂本侑子・芝あゆみ・谷口和泉・千田亜沙子・中川湖路・

並川紘輔・西尾萌・福永修子・孫崎晴子・三橋恵・宮越翔子・山下恵理華・山

元結加・吉嵜瞳・吉島千晶・森下あおい・道明美保子・株式会社ツジトミ・株

式会社タケツネ・株式会社双葉工芸・株式会社ユニックス・株式会社清原織物・

株式会社麻し商会・北川織物工場・塚本繊維株式会社・滋賀麻工業株式会社 
 
 

 

06.エコキャンパスプロジェクト（犬上川竹林プロジェクト） 

LEAFS・井上・臼井学（琵琶湖博物館）・江島・男鬼楽座・北村雅彦（犬上川を



豊かにする会）・湖東地域振興局・佐々木和之（犬上川を豊かにする会）・定森

秀夫・滋賀植物同好会・田川・陶器浩一・額田直子・彦根市環境保全指導員・

彦根自然観察の会・平山直子・琵琶湖博物館・松尾則長（犬上川を豊かにする

会）・宮田睦月（長浜バイオ大学）・未来看護塾・森小夜子・安寺科長（彦根市

市立病院）・山口さん（彦根市市立病院） 
 
 

07. エコキャンパスプロジェクト木楽部会 

一浦皓治郎・大江真広・小川智哉・川内愛子・田口真太郎・松村公二・御子柴

泰子・宮武侑平・盛千嘉・佐野幸太郎・下出健一・井上悠紀・古橋香了・酒井

麻南・吉村紗央里・山田昇吾・芦井絵利子・石黒浩兵・梶岡勇輝・木原己斗・

堤健二・堀路・柏木一鉱・松本清香・松岡拓公雄・山根周・大滝山林組合・地

球の芽・クラフトキッズ 
 
 

08. ソーラーハンター 

元吉良輔・角田成明・武田暁洋・永田昭彦・齋藤毅・亀田将史・川島功嗣・小

森一貴・野村勝矩・井上慶・熊田和真・小林健吾・野間達也・松村昌訓・美濃

羽輝・奥健夫・鈴木厚志・近藤隆二郎・竹内洋行（五環生活） 
 
 

09. 菜の花エネルギー 

井川達朗・奥野泰徳・川瀬啓太・長田真悟・森慶太・森耕太郎・伊勢裕介・伊

勢裕介・上田泰佑・祐真健・田中一成・馬林・森田銀・山本純平・吉澤直人・

吉増敬太・青山孝司・山根浩二・河﨑澄・武田義和・吉島利博 
 
 

10. もったいないプロジェクト 

青木傑・池田友理・香川雄一・久保寺郁・近藤隆二郎・田中正（彦根市役所）・

田中尚宏（彦根市役所）・中小田すばる・中村和也・西野慧・松尾清 
 
 

11 廃棄物バスターズ 

石川清一・伊熊友里・井上貴博・今井昭寿・今里ふくみ・北川裕也・北村充人・

高野泰典・多賀将人・滝本直英・田中大樹・田中良祐・長江大志郎・中島兵悟・

西坂健一・東谷直樹・三谷隆之・山本憲・若元佑太・徳満勝久・HIKONE 

キレイキャンペーン隊 
 
 

12. 古民家楽座 

宇野将人・大野沙織・奥野春花・亀山芳香・張玲・西井良輔・仁科美香・福島

志帆・古田修一朗・翠勇樹・宮本真次・依田知大・劉謙・濱﨑一志・石川慎治・

山崎一眞（滋賀大学）・中川信子・田内三智代  
 
 

13.百彩 

小林清子・小林清子・杉原豊治・塩谷・中村善一朗・北川稔彦・岡村博之・善

利恵子・とりいもと宿場まつり実行委員会・西村洋子・迫間勇人・青木傑・泉

谷慶・久保寺郁・浜岡利一・平川順一・上村礼子・武田真由子・日笠美希 
 
 

 

14.男鬼楽座 

宇野将人・大野沙織・奥野春花・亀山芳香・張玲・仁科美香・福島志帆・古田

修一朗・翠勇樹・宮本真次・吉川敦・依田知大・劉謙・濱﨑一志・石川慎治・



市川秀之・武田俊介・野間直彦・山田雅史（山城茅葺屋根工事）・中森千尋（山

城茅葺屋根工事）・中山香（山城茅葺屋根工事）・塩澤実（茅葺屋）・相良育弥（茅

葺屋）・大久保稔・谷口谷三・辻中清一 
 
 

15. とよさと快蔵プロジェクト 

浅田龍太・飯田裕子・一浦皓次郎・井上悠紀・上西慎也・岡村博之・小川智哉・

尾崎裕次・刈谷奈都紀・河尻大地・北川稔彦（とよさまちづくり委員会）・河野

奈津美・桜井藍・迫田正美・下出健一・清水ちあき・高橋邦夫（とよさまちづ

くり委員会）・高橋博充（とよさまちづくり委員会）・田中さん（とよさまちづ

くり委員会）・中川雅史・中田翔太・成宮さん（とよさまちづくり委員会）・成

宮美穂（とよさまちづくり委員会）・西村眸・橋本知佳・浜田将光・船田賢・前

田広幸（とよさまちづくり委員会）・村松公二・宮武侑平・宮川博司（とよさま

ちづくり委員会）・村岸弘子（とよさまちづくり委員会）・山口健太・山田省吾・

横山耕蔵・渡辺篤紀（とよさまちづくり委員会） 
 
 

16. 木之本楽座 

宇野将人・奥野春花・張玲・福島志帆・西井良輔・翠勇樹・宮本真次・依田知

大・劉謙・濱﨑一志・青田朋恵（滋賀県）・北浦裕之（滋賀県）・廣西裕介（木

之本町）・山内芳博（木之本町）・二之宮貞三（杉野学区地元住民）・藤田稔（杉

野学区地元住民）・松本長治（杉野学区地元住民）・的場廣行（杉野学区地元住

民）・脇坂治男（杉野学区地元住民） 
 
 

17. 長浜楽座 

宇野将人・奥野春花・亀山芳香・柴田善秀（京都大学）・清水安治（滋賀県自治

振興課）・張玲・西井良輔・西島進一・濱崎一志・濱村茂（人間文化学研究科

OB）・福島志帆・藤原加奈子（近江環人・かな設計工房）・翠勇樹・宮本真次・

吉井茂人（中心市街地活性化協議会）・吉川敦・依田知大・劉謙 
 
 

18. 信楽人-field gallery project- 

角真央・石野啓太・鮫島拓・中貴志・中村喜裕・芦井絵利子・一浦皓治郎・中

島圭一・寺田佳代・八百山さん・田中英里子・葛西慎平・小川智哉・井上悠紀・

御子柴泰子・野口香織・長尾祥子・片井あき・土井敏生・大西町子・西尾萌・

黒田靖史・印南比呂志・細馬宏通・南政宏・長谷川善文・谷井秀夫・竹若壽・

笹山忠保・富岡喜六・武市智子・藤原孝子・直村小春・直村日文・大平正道・

山越美香・大岸禄弥・三木雄野・株式会社松庄 
 
 

19. Taga-Town-Prpject 

稲葉結実・井手友美・小川哲史・大橋弘明・北村梨紗・中西智也・佐野康宣・

堤健次・八百山和・酒井麻南・佐野幸太郎・吉村紗央里・山根周・松岡拓公雄・

本多重男・多賀町商工会・門前町共栄会・大字多賀区・多賀区まちづくり委員

会・多賀区子供会・多賀小学校・多賀大社・ボーイスカウト・柏の会・安養寺・

近江鉄道・株式会社マルト  
 
 

20. くつきチーム 

山形蓮・小南亮輔・森愛鐘・礒崎あゆみ・加藤彩夏・亀島奈央・鈴木宏健・高

橋美也子・中島由佳・前田佳美・山岸昴史・山田陽二・黒田末壽・武邑尚彦・

岸本辰雄・玉木京・中村源一・中村源一・中村みね・伴正男・伴とし子・松原

勲・朽木東小学校・高島市森林組合 
 
 



21. 彦根人力舎-彦根地場産業発信計画- 

大西町子・小川智史・片井あき・金山和樹・草川雅文・黒田靖史・坂上博行・

坂根龍我・角真央・竹内洋行・武田善和・土井敏生・長尾祥子・西尾萌・野口

香織・原寛紀・三木雄野・水野浩嗣・印南比呂志・磯嶋裕之 
 
 

22. わいわい楽座 

大浅理絵・岡村知明・嶋田菜穂子・福島志帆・依田知大・布野修司・山根周・

久保文裕（東近江市市役所）・大國勉（東近江市市役所）・逢坂拓宏（商工会議

所）・高田勝彦（ほない会）・中村康宏（商工会議所青年部）・寺村仁志（青年会

議所）・吉田悟士（くらま楽器）・重森仁（ほない会）・松吉容史（ほない会）・

加藤晋三（ほない会）・三木健治（株式会社アルパック） 
 
 

23. Area+Design 

杉林久美子・青谷守（高島市）・石倉和幸・石津大輔・上山大介・小田切健一郎・

小田切裕美・北川渉（ＮＰＯ）・黒田末壽・斉藤卓男・坂井田智宏・坂井田あす

か・左嵜謙介・坂本由貴枝・嶋田奈穂子・志村道代（高島市）・杉林久美子・高

田拓朗・多谷冬樹・戸田雄一・中江春美・中西麻以子・中村美希・樋口恵太・

福井朝登・細田美鈴・松本英利・松本香・南野加奈子・吉田富夫（近江印刷） 
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2008 年度プロジェクト別収支一覧      

      

 № プロジェクト名 チーム名 支出額（円）

1 継続 障がい児・者、自立支援・共生プロジェクト ボランティアサークル Harmony 192,811 

2 新規 稲枝 Cotton Project Cotton Project 190,953 

3 継続 Oumi Food Project  190,133 Oumi Food Project 

市民および医療に携わる人々とのふれあいを通して
4 継続 未来看護塾 199,945 

志向する未来看護塾 

5 継続 Living Design 12th FASHION SHOW Living Design 12th 403,040 

6 継続 犬上川竹林プロジェクト エコキャンパスプロジェクト 516,784 

エコキャンパスプロジェクト 
7 581,949 継続 エコキャンパスプロジェクト木楽部会 

木楽部会 

8 ソーラーベロタクシー 新規 ソーラーハンター 419,386 

9 菜の花エネルギー 菜の花エネルギー 継続 149,345 

「もったいない帳」を用いた 
10 もったいないプロジェクト 16,000 新規 

スローライフプロジェクト 

11 継続 Let's 複合 廃棄物バスターズ 445,854 

12 継続 いかして民家？ 古民家楽座 529,111 

13 新規 近江中山道百彩プロジェクト 百彩 350,000 

14 継続 限界集落の村おこし 男鬼楽座 699,789 

15 継続 とよさと快蔵プロジェクト とよさと快蔵プロジェクト 749,761 

湖北地域の古民家で田舎暮らしをするための移住などを

16 木之本楽座 ※ 継続 447,810 支援する活動－空き民家の調査・活用と都市

農村交流事業の企画・実施 

湖北地域の古民家で田舎暮らしをするための

移住などを支援する活動－古民家での田舎暮

らし体験プログラムの企画、実施 

17 長浜楽座 ※  新規 402,200 

18 継続 信・楽・人-field gallery project- 信・楽・人-field gallery project 407,596 

19 継続 Taga-Town-Project Taga-Town-Project 345,086 

20 継続 発信基地 in 朽木の森 くつきチーム 330,000 

21 新規 彦根人力舎―彦根地場産業発信計画― リキシャ 373,591 

22 継続 八日市屋台プロジェクト（プロジェクト YY） わいわい楽座 244,706 

高島市における若者が輝くまちづくり調査活

動―高島における若者の生活スタイルに関す

る調査および発信活動  

23 Area+Design ※ 新規 499,364 

 
   ※印はＢプロジェクト 
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